
別表第１  

各学科等の教育方針と育成すべき人材像（教育目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械工学科  

 

 

 

ロボットやエンジンなどの機械と、機械を含むさまざまなシス

テムの設計・製造・制御などの分野で、実践的に活躍できる技

術者の育成を目標としている。そのため、数学、物理などの基

礎科目と機械工学の主要科目の連携による基礎学力の養成、工

作実習や機械設計製図、機械工学実験を通じての技術力の錬

磨、応用科目を通してのプロセス把握能力の教授を行う。卒業

研究や輪講などを通して科学の研鑽と創造力の育成を目指す。 

 

電気電子創造工学科  

 

 

 

 

 

 

低学年においては理数系及び専門基礎科目を中心に授業を行

い、基礎学力の向上に努める。高学年においてはスパイラル教

育により基礎学力を補完しつつ、「環境共生エネルギーコー

ス」、「制御システムコース」及び「情報デザインコース」の

３分野のコースに分かれ、それぞれの専門分野の授業、実験及

び卒業研究を通して、創造力・問題解決能力・コミュニケーシ

ョン能力を養い、国際的に活躍するための基礎力を有し、科学

技術の複合化・融合化に対応できる技術者の育成を目指す。  

物質工学科  

 

 

 

 

新素材、化成品、生体物質等の関連分野で活躍する人材の育成

を目指す。専門基礎、実験科目により化学と工学の基礎を修得

させ、その上に材料や生物の専門的内容を選択させて、関連す

る学力の向上を図る。最終学年では、教員の直接指導により、

発表能力を向上させ創造的な卒業研究の完成を目指す。  

建築学科  

 

 

 

 

低学年からの実習を通じて建築学の基本を修得させ、建築学と

工学の基礎学力の向上のみならず、プロジェクトの企画能力の

育成を目指す。高学年では専門基礎科目の修得の重要性を強く

認識させ、最終学年の卒業研究を通じて、建築学の諸分野にお

いて活躍できる、創造性と問題解決能力及びコミュニケーショ

ン能力を有する実践的技術者の育成を目指す。  

一般科  一般科が主に担当する教育の中では、人間形成に必要な思考

力、倫理的判断力や感性を育むとともに、各専門学科での教育

に対する準備としての基礎学力を育成する。これにより大学教

養課程レベルの知識を修得し、さらに、卒業後に技術者として

継続的に学習をするために必要な基礎力（文章構成力、社会へ

の正しい認識力、専門に適合した数理的能力、国際的コミュニ

ケーション能力等）を養うことに重点を置いた教育を行う。  

 


